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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第33回「安息日」

後藤滋樹
goto@goto.info.waseda.ac.jp
●早稲田大学理工学部情報学科

C  O  L  U  M  N

【昼と夜の区別がない】

電子メールは確かに便利だ。しかし健康のためには使い過ぎに

注意したほうが良い。電子メールは好きな時に読める。相手が送信

した時刻と、こちらが読む時刻とは関係がない。これは蓄積型の

通信の大きな利点である。電子メールを使えばお互いの生活のペ

ースを守れるように思える。しかし、これは受信するメールの本

数が少ない場合の話である。

1日に200通も受信するようになる

と、様相が変化する。全部に返事を

書く必要はないのだが、それでも多数

の返事を書かなくてはならない。読ん

だ直後に返事を書く必要もないのだ

が、溜めると次のメールの束が届いて

しまう。

かくして昼夜に関係なく、メールを

読むと仕事が始まってしまう。これが

ネットワーク社会の常識だと思う人も

あるだろうが、この傾向に警告を発

する意見もある。

【ジキルとハイドの勧め】

私がNTTの研究所に勤務していた

ころ、研究室長であった中村義作先

生（現・東海大学教授）は次のように言われた。「君たち研究者は、

昼と夜と同じことを考えていてはいけない。昼は現在の研究テー

マに専念せよ。夜は将来のために、今の研究とは違う分野の本を

読むべし」

中村先生によれば、昼も夜も同じ研究を続けていては、その

うちに行き詰まるという。「研究はいずれ終わる。うまく行けば成

功裏に終わる。難しい研究は失敗で終わる。いずれ必ず終わる

のであるから、その先を考えておくのがプロの研究者だ」。その段

になって次のテーマを慌てて探すようではダメだという。

「研究者にとって時間はお金よりも貴重なもの。会社の経営者

が手持ちの資金をどのように使うか考えてみよ。目の前の事業に

全部投資したら笑われるだろう。将来への投資を忘れてはいけな

い」。中村先生ご自身は、このような教訓を確かに実践されてい

た。その弟子格たる我々は、どうも昼夜を問わず同じことをやっ

ていたように思う。今になって反省している。

【忙中閑あり】

ここで読者諸兄を私の反省の巻き添えにしよう。

ネットワーク時代になると、昼と夜の区別が薄れてしまう。欧

米との通信には時差もあるので、何が昼だかわからない。

そこで、中村先生の教訓を文字通り昼夜と解釈するのではな

く、時間の使い方の区別として活用する。つまり昼を「目前の

仕事に専念」する時間帯、夜を「将来への投資」とする。この

夜に相当する時間帯を1日の中で確保せよ、ということになる。

この2つを自由にスイッチするの

は、結構難しいように思える。結局

深夜まで残業して昼の続きになるよ

うな気がする。それではダメなので

あって、なお反省が必要だ。昔から

「忙中閑あり」というのは、このよう

な教訓を意味するのかもしれない。

【疲れを知らないコンピュータ】

それにしても私たちは忙し過ぎる。

かといって連続して働くと能率が低

下する。私は睡眠不足に弱い。忙し

い日が連続すると、その反動で長時

間の連続睡眠をとる。平均すれば規

則正しく仕事をしたほうが良さそうな

ものだ。これが安息日の教えであろう。

睡眠不足の状態では感覚が鈍くな

る。そのせいだろうか、強い表現を使って喧嘩が起きたりする。

人間の神経系をリセットするには睡眠が必要なのだと思う。

それにつけてもコンピュータは疲れを知らない。この点では人

間には勝ち目がない。我々は、もっとコンピュータに働いてもら

うことにしよう。電子メールで質問に答えるのに、人間が返事

を書くのでは疲れる。メールの自動応答をすれば手間が省ける。

質問する人が必要な情報をWWWのサーバーで読んでくれれば、

メールの必要もなくなる。

【「頑張る」という言葉】

私たちは、とかく頑張っている。ところで、この「頑張る」とい

う言葉は不思議なものだ。児童心理学者によると、幼児は頑張

るという言葉を理解できず、「いきばること」と思ったりするとい

う。またタイ語の辞書を編纂した小林豊氏によれば、タイ語には

「努力する」はあっても「頑張る」はないらしい。無理に訳すと「死

ぬまで闘う」となる由。

ひたすら「頑張って」きた日本人も、ゆっくり休息して、今後

の作戦を練るべき時期になったのかもしれない。
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